
令和３年 3 月 11 日定例教授会議事抄録 
 

出 席 者    
髙橋所長    
青山、池本、板倉、大木、黒田、小寺、佐藤、菅、園田、髙見澤、中島、名和、馬場、

古井、桝屋、松田、真鍋、森本の各教授    
秋葉、上原、額定其労、藏本、佐橋、鍾、田中、塚本、米野の各准教授  

海外渡航者  
池亀准教授 

休職者等  

安冨教授 
 

冒頭、ASNET 後藤特任准教授より退任挨拶があった。 
 

議 事  ２月 18 日開催の定例教授会の議事抄録を承認した。  
  
通知事項 

 １．教員等の公募について なし              
 ２．各種研究助成等の募集について 5 件【資料Ｐ4】 

 
 
報告事項 

 ３．所長報告 
   髙橋所長より報告があった。 

１）未来社会協創推進本部（３月２日）          【資料Ｐ５】 
２）科所長会議（３月２日）            【資料Ｐ６～２９】 

３）拡大入試監理委員会（３月９日）          【資料Ｐ３０】 
４）未来社会協創推進本部（３月９日）         【資料Ｐ３１】 
５）科所長会議（３月９日）          【資料Ｐ３２～１０５】 

６）予算委員会（３月９日）          【資料Ｐ９９～１３５】 
７）教員の海外渡航（報告）なし 

８）委員、非常勤講師等の応嘱について    【資料Ｐ１３６～１３９】 
９）寄附金・東京大学基金の受け入れについて     【資料Ｐ１４０】 
10）訪問研究員の受入期間変更について        【資料Ｐ１４１】 

11）その他         
特例として、入国制限措置のため令和３年度著名外国人教員の採用を延期し、次期



著名外国人教員の選考時期について報告があった。 
 

４．各委員会報告    
１）インフラ委員会 
  特になし 

２）財務委員会【資料Ｐ１４２～１４３】 
  松田委員長より、予算執行状況表及び予算執行手続きについて説明があった。また、

８０周年記念事業の提案方法、採択までのスケジュール及び経費の使用方法に関す
る説明があった。 

３）情報・広報委員会                

  真鍋委員長より、来年度のオープンキャンパス不参加、東文研グッズ納品予定及び
東文研 HP 刷新の進捗状況等について報告があった。 

４）研究企画委員会 
  桝屋委員長より、『東洋文化』PDF 化、最終研究発表会及び退職教員離任研究会の

開催について報告があった。 
５）図書委員会 

    森本委員長より、８０周年記念事業に未撮影分特別貴重書のデジタル撮影を提案

すること、図書行政商議会における大型コレクションの選考結果及び次期アジア
研究図書館長に経済学研究科城山智子教授が就任する等の報告があった。 

６）東洋学研究情報センター委員会 
  板倉委員長より、データベースの管理に関するアンケート実施について報告が 

あった。 

７）ＧＪＳ委員会【資料Ｐ１４４～１６０】 
  園田委員長より、来年度の活動状況及び GJS の報告書について報告があった。 

８）ＥＡＡ委員会 
  特になし 

９）情報セキュリティ委員会 
  特になし 
10）環境安全管理室 

  特になし 
  11）その他 

    特になし 
 
５．その他 

 ・園田副所長より研究所の評価、将来構想に関する臨時教授会懇談会を 4 月 15 日（木） 
午後に開催する旨提案があった。また、東洋文化研究所の教員評価について説明があり 



意見交換が行われた。 
 ・上原レクリェーション委員長より Zoom による３月の送別会及び４月の歓迎会の実施

について報告があった。 
 
 

 
審議事項 

６．教員の海外渡航について なし 
７．訪問研究員の受け入れについて【資料Ｐ１６１】 
  受け入れ教員より説明があり承認された。 

８．私学研修員の受け入れについて【資料Ｐ１６２～１６４】【回覧資料】 
  受け入れ教員より説明があり承認された。 

９．令和３年度研究計画について【資料Ｐ１６５～１７３】 
桝屋研究企画委員長より説明があり承認された。 

10. 令和３年度予算案について【資料Ｐ１７４】 
松田財務委員長より説明があり承認された。 

11. 令和３年度追加配分案ついて【資料Ｐ１７５～１７６】 

松田財務委員長より説明があり承認された。 
12．学内委員の委嘱について【資料Ｐ１７７】 

髙橋所長より説明があり承認された。 
13．所内委員会について【資料Ｐ１７８】 
  髙橋所長より説明があり承認された。 

14．令和３年度教授会日程案について【資料Ｐ１７９～１８１】 
  髙橋所長より説明があり次回教授会にて再度審議することとなった。 

15．その他  
  特になし 

最後に、米野准教授、佐納事務長及び高島専門員より退任挨拶があった。 
 


